
現状

事業の概要

現状・課題の把握

県全域事業モデル事業

○患者情報を共有するための

「多職種連携シート」の作成

○徳島市をモデル地域として事業を展開

・医師 ・・・・・ 薬剤師が主体となって、ポリファーマシー対策を

・歯科医師 ・・・ 唾液分泌異常による嚥下困難事例と薬剤との関係

・管理栄養士・・・薬剤が原因と思われる食欲低下や味覚異常

他職種からの薬剤師への連携要望高齢者の薬剤に関連する問題

○医師・薬局薬剤師・病院薬剤師を対象にアンケート調査を実施

実態調査に基づく、多職種連携体制の構築及びマニュアル作成、普及による

ポリファーマシー対策事業 【令和元年度地域における薬剤師・薬局の機能強化及び調査・検討事業 徳島県】

○多職種連携による「徳島県薬剤師・薬局

機能強化及び多職種連携対策協議会」の設立

実態把握や関係者の情報共有が不十分

薬剤師･薬局の多職種連携機能強化

○県民への周知・啓発

市民公開講座、お薬相談会

パンフレット、ブラウンバッグ等を活用

○「徳島版 多職種で活用する

ポリファーマシー改善マニュアル」作成

○医師・薬剤師・看護師等への周知・啓発

・ポリファーマシーに関する講演会開催

・「多職種連携シート」、「ポリファーマシー

改善マニュアル」の活用方法を説明

顔の見える

多職種連携の場を構築

共通認識・業務の簡便化

多職種で問題意識を

持って患者と関わる

意識向上による

副作用への気づき

患者の生活の質向上、医療費の適正化を図る

○慢性疾病による多剤併用（ポリファーマシー）
○薬の影響が疑われる事例

フレイル，転倒，認知機能低下など

各地域での多職種連携による

ポリファーマシー対策の促進
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現状・課題

• フレイル
•サルコペニア
•転倒
•認知機能低下
•せん妄 など

薬の影響？

慢性疾病の高齢患者の
薬剤に関連する問題が増加
多剤処方・不適切処方

多職種と連携した
ポリファーマシー対策が必要

医師・・・・・薬剤師が主体となって、多職種連携のもと

ポリファーマシー対策を行わなければならない

歯科医師・・・唾液分泌異常による嚥下困難事例を多く見かけるが、

どの薬剤が問題か薬剤師と連携したい

管理栄養士・・・薬剤による食欲低下や味覚異常がある事例を多く

見かけるため、薬剤師と連携したい

薬剤師への要望

他職種からのポリファーマシー対策の要望例
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医師・・・・・薬剤師が主体となって、多職種連携のもと

ポリファーマシー対策を行わなければならない

歯科医師・・・唾液分泌異常による嚥下困難事例を多く見かけるが、

どの薬剤が問題か薬剤師と連携したい

管理栄養士・・・薬剤による食欲低下や味覚異常がある事例を多く

見かけるため、薬剤師と連携したい

薬剤師への要望 薬剤師

情報共有が十分にできていない

「徳島県薬剤師・薬局機能強化及び
多職種連携対策協議会」の設立

患者情報共有のための「多職種連携シー
ト」を活用したポリファーマシー対策の実践

市民公開講座やお薬相談会の開催
パンフレット等の配布や新聞等にて周知

「徳島版 多職種で活用する
ポリファーマシー改善マニュアル」作成

現状・課題の把握
モデル地域の医師・薬局薬剤師・病院薬剤

師を対象にアンケート調査実施

モデル事業実施

県民への周知・啓発

徳島市をモデル地域として事業実施

事業の実施内容
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2019年8月までに ・実態把握のためのアンケート調査を実施

2019年9月 ・多職種連携による対策協議会を設立

・「多職種連携シート」の作成・配布

2019年10月～12月 ・「多職種連携シート」を活用し、処方見直し

提案等のポリファーマシー対策の実践
（活用事例及び改善点等について意見収集）

2020年2月までに ・多職種連携による対策協議会を中心とした

研修会（症例検討会等）を開催

・「徳島版多職種で活用するポリファーマシー

改善マニュアル」作成

事業実施スケジュール

モデル地域

2019年10月 ・医師・薬剤師・看護師・ケアマネジャー等を

対象に、ポリファーマシーに関する講演会開催

2019年11月 ・県民を対象に「くすりと健康フェア」において

市民公開講座とお薬相談会を開催

2020年3月までに ○医療従事者に対して

・「多職種連携シート」（改善点反映版）の配布

・「徳島版多職種で活用するポリファーマシー

改善マニュアル」の配布

○県民に対して

・パンフレット及びお薬相談バッグ配布

・広報誌や新聞等マスコミも活用して周知

県全域
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多職種連携による
対策協議会

顔の見える
多職種連携の場構築

多職種で問題意識を
持って患者と関わる

多職種連携シート

・県民向けパンフレットや
お薬相談バッグ配布
・新聞等マスコミにて県民へ
周知

徳島版多職種で活用する
ポリファーマシー改善

マニュアル

共通認識・業務の簡便化

患者の問題意識向上
から早期発見

服薬アドヒアランス向上

事業の効果

薬剤師･薬局の機能強化
患者の生活の質（QOL）や日常生活動作（ADL）向上、介護度低下

医療費の適正化

本事業終了後（次年度以降）

• モデル事業を拡充し，県下全域での事業展開
•多職種連携による対策協議会の継続
• 「徳島版多職種で活用する
ポリファーマシー改善マニュアル」の

内容追加・充実

5 


